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１

ごみの出し方各種手続き忘れていませんか

　
春
は
引
つ
越
し
の
最
も
多
い
季
節
。
転

勤
や
就
職
、
入
学
・
卒
業
な
ど
い
ろ
ん
な

理
由
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
い
ざ
引
つ
越
し

と
な
る
と
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
つ
い
う
っ
か
り
大
事
な
手
続
き
を

忘
れ
が
ち
。
そ
こ
で
、
市
民
が
引
つ
越
す

時
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

今
す
ぐ
引
つ
越
す
予
定
の
な
い
人
も
ち
ょ
つ

と
見
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
市
民
課
で

　
　
　
　
　
転
出
の
手
続
き
を

　
転
出
届
や
転
入
届
、
転
居
届

（
市
内
で
住
所
を
変
え
た
時
）

な
ど
住
所
が
変
わ
っ
た
時
の
届

け
出
は
、
そ
の
人
の
基
本
的
権

利
・
義
務
に
か
か
わ
る
大
切
な

も
の
で
す
。
そ
の
届
け
出
の
記

録
で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
は
、

選
挙
や
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
、
義
務
教
育
、
予
防
接
種

な
ど
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
引
つ
越

し
の
際
は
忘
れ
ず
に
市
民
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
時
に
、
し
尿
収
集
や
国
民

年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
手
続

き
を
し
て
お
く
と
二
度
手
間
に

な
ら
ず
、
便
利
で
す
。
主
な
市

の
手
続
き
は
右
下
表
の
通
り
で

す
。

ま
と
ま
っ
た
引
っ
越
し
ご
み
は

　
　
　
　
　
　
「
有
料
収
集
」
で

　
引
つ
越
し
で
荷
物
を
整
理
す

る
と
た
く
さ
ん
出
て
く
る
ご
み
。

こ
れ
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
日

に
ま
と
め
て
大
量
に
出
さ
れ
て

立つ鳥は跡を濁さず。あなたは？

も
、
市
で
は
収
集
で
圭
轟
尤
。

　
ち
ょ
つ
と
し
た
も
の
な
ら
、

何
回
か
に
分
け
て
出
す
と
収
集

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
ま

家具や大型電化製品などの粗大

ごみや大量ごみは、臨時収集を

利用してください。

転出(市外へ引っ越す)の時に必要な主な市の手続き
類種のき続手 人るなと象対 物ち持 せわ合い問

届出転 人″っ
－
りへ匹 鑑印 ３0

5
2
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線内Ｓぐ課民市

険保康健民国 者険保被 証険保鑑印 ３6
7

2
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線内登ぐ課険保康健民国

金年民国

　
　
ン

　
　
マ

　
　
ー

　
　
リ
３

　
　
ラ
人

　
　
サ
い

者
ｔ
砿

臭
業
ン

ｇ
営
マ

保
自
一

被
　
ヽ
リ

号
牡
朽

り
ぶ
剔

１
以
な

　
　
歳
妻

第
加
の 帳手金年 ３1

2
2
3

線内昔ぐ課金年民国

集収尿し 者用り取みく 鑑印
刀0

0
Ｑ
）

線内雪ぐ課務庶所業事境環

道水 者用利道水 可もで話電しな
３0

4
刀
一

線内昔ぐ課業営部道水

当手童児 者給受 鑑印 ３８3
0

２線内Ｓぐ課務総祉福

療医児幼乳祉福人老 者給受 証者給受鑑印 蜀3
3

２線内Ｓぐ課療医康健

クイバ
ふ１

　
ｔ

昌虹
軽

拉
動
昌ン

型
ご宇

ま り勁
｛

怜を印 ｊ一］匹

と
め
て
出
す
と
き
や
家
具
、
大

型
電
化
製
品
、
ベ
ッ
ド
、
た
た

み
な
ど
を
出
す
時
に
は
市
の
有

料
の
個
別
収
集
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
引
越
し
な
ど
で
ご
み
が

大
量
に
で
る
予
定
か
お
る
人
は

十
日
前
ま
で
に
環
境
事
業
所

　
（
登
内
線
3
0
0
2
）
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
式
の
ト
イ

レ
が
あ
る
人
は
し
尿
収
集
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
印
鑑
を
持

っ
て
環
境
事
業
所
の
窓
口
で
手

続
き
を
。

水
道
の
使
用
中
止
は

　
　
　
早
い
う
ち
に
ご
連
絡
を

　
引
つ
越
し
の
日
が
決
ま
れ
ぱ

早
い
う
ち
に
水
道
部
営
業
課

（
公
内
線
2
7
0
4
）
へ
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
利
用
し
て
い
な
い
時
で

も
、
使
用
中
止
の
届
け
出
が
あ

る
ま
で
水
道
料
金
が
か
か
り
ま

す
。

　
中
止
の
届
け
出
は
電
話
で
も

で
き
ま
す
の
で
、
水
道
料
金
の

領
収
書
な
ど
に
書
い
て
あ
る
水

栓
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
を

　
持
っ
て
い
る
人
も
忘
れ
ず
に

　
宇
治
市
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
つ
い
た
一
二
五
∝
以
下
の

註
雑
言
錨
噸

在
宅
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
…

福
祉
公
社
の
設
立
を
提
言

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
な
ど
に
つ
い
て
、
七
年
一

月
以
来
検
討
し
て
き
た
宇
治

市
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給

組
織
設
立
検
討
委
員
会
（
委

員
長
・
岡
本
民
夫
同
志
社
大

学
教
授
）
が
三
月
八
日
吻
、

池
本
市
長
に
最
終
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　
　
「
新
た
な
在
宅
福
祉
供
給

サ
ー
ビ
ス
供
給
組
織
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
こ

の
報
告
で
は
、
宇
治
市
が
目

指
す
『
福
祉
社
会
』
の
実
現

に
は
、
保
健
と
福
祉
が
融
合

し
た
新
た
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
指
摘
。
そ
の

た
め
に
は
、
必
要
な
時
に
必

市
民
税
課
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
の
際
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　
そ
の
ほ
か
こ
一
五
∝
を
超
え

る
二
輪
車
は
京
都
陸
運
支
局

電
　
気

　
関
西
電
力
㈱
宇
治
営
業
所

（
0
2
2
・
2
3
6
6
）
へ
、
早

め
に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
場
合
は
局
番
な
し
の

　
要
な
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

　
け
ら
れ
る
、
利
用
者
の
立
場

　
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

　
福
祉
公
社
の
設
立
が
必
要
だ

　
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
公
社
で
は
、
市
や
社

　
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い

　
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
を
統
合
し
効
率
的
に
行
う
ほ

　
か
、
現
在
、
社
会
福
祉
法
人

　
が
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
に
つ
い
て
も
、
対
象
な
ど

　
を
拡
大
し
な
が
ら
積
極
的
に

　
実
施
。
ま
た
、
高
齢
者
が
在

　
宅
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

　
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
資

　
産
の
活
用
や
管
理
の
サ
ー
ビ

　
ス
に
つ
い
て
も
、
実
施
を
検

　
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
し
て

　
い
ま
す
。

１　
（
昔
０
７
５
一
６
８
１
一
9
7

6
1
）
、
六
六
〇
∝
以
下
の
四

輪
車
は
軽
自
動
車
協
会
（
昔
Ｏ
゛

７
５
一
６
９
１
一
6
5
1
6
）

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
　
　
～

一
一
六
番
で
す
。
ほ
か
の
電
話

会
社
と
契
約
し
て
い
る
場
合
は

そ
ち
ら
へ
の
連
肺
胞
宮
ず
応
。

　
○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
・
：
そ
れ
ぞ
れ
契
約
し

て
い
る
お
店
へ
。
○
都
市
ガ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
・
：
大
阪
ガ

ス
㈱
京
都
支
社
（
登
０
７
５
・

　
市
で
は
、
こ
の
報
告
を
受

け
、
九
年
四
月
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
開
始
を
目
標
に
、
八
年

度
は
福
祉
公
社
（
仮
称
）
の

法
人
資
格
取
得
や
事
務
局
体

制
の
整
備
、
職
員
の
採
用
な

ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ト
池
本
市
長
に
報
告
書
を

　
手
渡
す
岡
本
委
員
長
励

ｙ
１
１
・
7
3
8
1
）
へ
連
絡

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
引
っ
越
し
先
で
は
利
用
す
る

ガ
ス
と
ガ
ス
器
具
が
あ
っ
て
い

る
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
一
週
間
前
ま
で

に
転
居
届
（
お
近
く
の
郵
便
局

に
あ
り
ま
す
）
を
出
す
と
、
旧

住
所
あ
て
の
郵
便
物
が
一
年
間

新
住
所
に
送
ら
れ
ま
す
。
問
い

ふ
易
せ
は
宇
治
郵
便
局
（
貧
丿
一
・

4
1
1
4
）
へ
Ｏ

　
取
り
引
き
銀
行
、
付
き
合
い

の
あ
る
お
店
な
ど
へ
の
連
絡
も

お
忘
れ
な
く
。

◆
４
月
１
日
号
は
３
月
3
1
日
剛
に
折
り
込
み
ま
す
。
◆
　
　
　
◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

6
0

3

そ
の
ほ
か
の
手
続
き
は

引っ越しの季節です

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
組
織
設
立
検
討
委
員
会

電
　
話

ガ
　
ス

郵
　
便

そ
の
ほ
か
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川

　
　
川

Ｊ
ｂ
／
Ｅ

胃
・
乳
・
大
腸
が
ん
は

検
診
申
込
書
で

　
　
胃
・
乳
・
大
腸
が
ん
の
検
診
は
、
検
診

申
込
書
（
左
の
面
に
掲
載
）
で
一
括
し
て

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
張
受

け
付
け
や
胃
・
乳
が
ん
検
診
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
出
張
受
け
付
け
〕

　
◆
３
月
2
5
日
圓
＝
木
幡
公
民
館

　
◆
３
月
2
6
日
脚
―
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

胃がん検診の日程表2

い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
前
で
、
個
別
に
受

診
の
時
間
を
指
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

　
　
乳
が
ん
検
診

　
乳
が
ん
は
体
表
近
く
に
発
生
す
る
た
め
、

早
い
時
期
に
見
付
け
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、

3
0
歳
に
な
っ
た
ら
年
に
１
度
は
検
診
を
受

け
、
自
己
検
診
を
習
慣
付
け
ま
し
よ
う
。

　
日
程
は
左
下
表
３
の
と
お
り
。
会
場
は

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
。
い
ず
れ
も
時

間
は
午
後
で
、
個
別
に
受
診
の
時
間
を
指

定
し
、
通
知
し
ま
す
。

　
　
大
腸
が
ん
検
診

　
大
腸
が
ん
発
見
の
大
き
な
手
掛
か
り
は

血
便
で
す
。
検
診
で
は
、
食
事
制
限
が
な

く
少
量
の
便
で
簡
単
に
検
査
で
き
る
「
潜

血
検
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
検
診
を
希
望
す
る
人
に
検
査
容
器
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
採
便
後
指
定
の
場
所
に

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
は

直
接
医
療
機
関
へ

従
来
の
子
宮
頚
が
ん
検
診
に
加
え
、
次

に
該
当
す
る
人
に
は
子
宮
体
が
ん
検
診
も

同
時
に
実
施
し
ま
す
（
体
が
ん
だ
け
の
検

診
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

　
受
診
は
直
接
、
市
内
の
医
療
機
関
へ

（
受
診
票
を
置
い
て
い
ま
す
）
。
市
外
で
受

診
す
る
人
と
検
診
料
の
免
除
対
象
者
は
、

検
診
申
込
書
（
左
面
に
掲
載
）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
〔
子
宮
体
が
ん
検
診
対
象
者
〕

　
◆
最
近
６
ヵ
月
以
内
に
不
正
出
血
を
訴

　
　
え
た
こ
と
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

　
　
に
該
当
す
る
人

　
　
①
5
0
歳
以
上
の
人
　
②
閉
経
以
後
の

　
　
人
③
未
妊
婦
で
月
経
が
不
規
則
な
人

　
◆
こ
の
ほ
か
で
も
、
医
師
が
必
要
と
判

　
　
断
し
た
場
合
は
受
診
で
き
ま
す
。

結
核
・
肺
が
ん
は

直
接
会
場
へ

　
日
程
・
会
場
は
左
表
４
の
と
お
り
。
受

診
票
（
左
の
面
に
掲
載
。
検
診
会
場
に
も
あ

り
ま
す
）
に
記
入
し
、
直
接
検
診
会
場
へ
。

　
な
お
、
受
診
時
に
は
金
属
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
付
属
品
の
付
い
た
衣
類
は
着
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
ボ
タ
ン
の
な
い
肌

着
や
薄
い
シ
ャ
ツ
は
着
た
ま
ま
で
も
可
）
。

場会 日施実

堂会公蔵地六 則力４１
　

ヮ
｀

力４嘸４／４

校学小山蔵御 叫力４

館民公幡木 俐い昌／
／

４
５

鍬じ

校学小治宇 作４Ｊ４Ｊ４

所会集星明 緬Ｊ４

″四皿 團い匹／４作い

館民公治宇 困１１／４

一タンセ療医健保

南
㈲

1
0
2
2

／
／

４
４
　
．

　
ｘ
　
ｘ
S
S
I

５
1
7
1
0

／
／
／

４
４
５

　
％
　
％
　
％

㈹
B

S

２
1
5
９

／
／
／

４
４
５

所会集荘南城 暗μ４厭パ４

校学小倉小 團パ５匹１い倒５い

校漂創χ制 困８／５肱５パ４肱１力４

校学小倉小北 ㈱力４肱パ４

校学小田勢伊 皿／４匹い

館会祉福者労勤南城 欧刀４

校学小島棋 測力４

館民公野広 皿り瞰いこじ

堂
・

会公椋旦 拙μ４０
　

パ４

校学小盛平 鯛刀４

一タンセ祉福域地開 ㈹７／５肱３／４

線χ
　
゜

で
す

診
ま

検
い

核
使

結
を

　
゛
ム

は
ル

に
イ

を間時の診受に別個
　
Ｏ

　
｀
す

で
ま

前
し

午
知

は
通

関
　
｀

時
し

診
定

検
指

○

場会

― 園公童児二第陵南
ー

ー

一タンセ祉福域地開

ー 一タンセ員合組明神協生都京

ー 所会集荘南城

‐ 校学小明神

― り丘″ぐ前四郵鵬

― 校学小島棋北

‐ 匹喉り

ー 校学小島棋

φ
ー 場車駐店治宇友西

一
ー

場車駐店貨百山丸

ー
ー 校学小倉小南

ー 四皿貨心丸

ー 所会集池堀

ー 校嘩創χ刮

ー 場車駐所育保園葉双倉小

ー 校学小田勢伊

ー 館会祉福者労勤南城

ー
ー 店田勢伊らむかなボンヤジ

ー 所会集田砂市治宇

ー 校学中治宇西

ー 校学小盛平

ー 堂会公椋且

ー 校学小保久大西

ー 場車駐科内橋高

■
ー 校学小開大

ー 館民公野広

ｓ
ー 校学中野広

ー 四皿作

表1　各種検診の実施要項

卜 胃がん

乳がん

大腸がん

子宮がん

肺がん
結核

対．象
40歳以上の人※妊娠中、

またはその疑いのある人は不可
30歳以上の女性 40歳以上の人． 30歳以上の女性

40歳以上の人 15歳以上の人

※妊娠中、またはその疑いのある人は不可

検　査

内　容

・胃部Ｘ線間接撮影

・問　　診

・問　　診，

・視　　診

・触　　診

・問　診

・免疫便潜血反応

・問　　診

・内　　診

・細胞診

　・胸部×線間接撮影

　・問　　診

・かくたん検査(問診
　　の結果必要な人だけ)

・胸部Ｘ線間接撮影

検診料
５００円 ３００円 ３００円

頚がん…1,000円

体がん…　7 0 0円
無料（かくたん検査は300円）

無　　料
※次の免除事項に該当する人は、検診料が無料となります。

　①70歳以上の人　②65～69歳で医療受給者証を持っている人　③生活保護世帯の人　④市民税非課税世帯の人

日　程

会　場
上の表２のとおり

左の表３のとおり

会場は保健医療ｾﾝﾀｰ
(申し込みは６月28日

廊まで)

医療機関(国公立を

除く)で４月１日(月)

～11月30日(土)の随時

左上の表４のとおり

受　診

方　法

左面の検診申込書をはがきに貼るか封筒に入れ郵送するか、健康
医療課へ持参して申し込んでください。後日受診票を送付します。
なお、検診申込書、検診案内、子宮がん検診受診票は、各公民館・
コミュニティセンター・行政サービスコーナーにも置いています

直接医療機関へ

※市外で受診する人、検診

料免除対象者は左面の検診
申込書で申し込みを

左面の受診票（当日会場にもあります）に

記入し、直接会場へ。どの会場でも受診で

きます

問い合わせ 健康医療課(昔22ー3141内線2333) 保健予防課(容22一3141内線2261)

胃がん・乳がん・大腸がん検診は秋にも実施する予定です（本誌でお知らせしま
す）

表
3
　
乳
が
ん
検
診
の
日
程

３
　
り
　
り

月
　
金
　
木

m

e
n

ｍ

１
　
１
　
ク
｀

入
　
ｙ
　
公

金
　
木
　
火

ぐ
　
ぐ
　
ぐ

1 2
　

1 8
　
2
3

ｙ
　
λ
　
Ｘ
　
５

９
Ｗ
　
ｆ
４
　
１
　
４
・
・
｀

３
　
り
　
Ｉ
　
り

木
　
火
　
月
　
金

C
O

*
―

P
N
*

T
-

１
　
Ｃ
Ｓ
]

Ｃ
ｓ
i

C
3

ｙ
　
入
　
ｙ
　
λ

火
　
月
　
金
　
木

"
Ｓ
-

O

^

Ｃ
３

１
　
Ｃ
Ｍ

C
N

Ｃ
Ｏ

八
　
八
　
八
　
入

１
　
４
ｒ
｀
　
皿
％
　
１
４

6
0

4

受
診
方
法

検診を受けましょう

　

胃
が
ん
検
診

　
胃
が
ん
で
亡
く
な
る
人
は
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
の
普
及
で
減
少
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
胃
が
ん
に
な
る
人
は
、
ほ

か
の
が
ん
に
比
べ
、
男
女
と
も
圧
倒
的
に

多
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
機
会
に
受
診

し
、
健
康
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
よ
う
。

　
日
程
・
会
場
は
左
表
２
の
と
お
り
で
す
。

市では、胃・乳・大腸・子宮・肺がんと結核の検診を次の日程で行います。がんは初期では自覚症状のないものがほとんどで

す。確かな安心を得るためにも、定期的に検診を受けることが大切です。この機会にぜひ受診しましょう（受診は各検診とも

年1回です）。

胃・乳・大腸・子宮・肺がん、結核検診



Ｊ市
一

　
一

位、
、
一

宇
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

歯周病の早期発見に

成人歯科健康診査

胃
・
乳
・
大
腸
・
子
宮
・
肺
が
ん
、
結
核
検
診

市では、胃・乳・

大腸・子宮・肺が

んと結核の検診を

次の日程で行いま

す。がんは初期で

は自覚症状のない

ものがほとんどで

す。確かな安心を

得るためにも、定

期的に検診を受け

ることが大切です

。この機会にぜひ

受診しましょう（

受診は各検診とも

年1回です）。

　
歯
槽
膿
ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
歯
周

病
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
健
診

で
す
。

　
▼
と
き
・
：
４
月
～
1
0
月
の
毎
週
木

曜
日
。
た
だ
し
、
４
月
1
6
日
㈲
～
６

月
2
7
日
㈹
と
９
月
５
日
困
～
1
0
月
2
4

日
困
は
毎
週
火
。
・
木
曜
（
４
月
3
0
日

㈲
、
５
月
７
日
㈲
を
除
く
）
▼
と
こ

ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
…

満
卵
一
歳
以
上
の
人
▼
内
容
・
：
歯
と
歯

周
組
織
の
診
察
、
歯
の
磨
き
方
指
導

▼
費
用
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
健
康

医
療
課
（
容
内
線
2
3
3
3
）
へ
電

話
か
左
の
検
診
申
込
書
を
郵
送
で
。

区地 日月 間時 場会 区地 日月 間時

ニ

㈱力４ 1
5

―１〃０ｊ９ 校学小山蔵御

明
　
町
　
町

　
　
陵
神
　
南
　
開

附１１／４ ０1
0

　
〃3

0
■
１
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2 １１ 1
5
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1
1
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1
0

欧１ 0
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一
・
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〃

3
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自
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一
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1
3

困1
7

００一
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１
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9
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1
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一
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９ 所健保治宇 困1
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1
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一
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〃
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自
■
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前所究研央中カチニユ
ｍ２ １1

0
〃3

0
噂
一

９

飼２ 1
5

ー
ー

１１〃4
5

1
0 Ｅ心匹″宇 刈

ｊ1
5

一3
0響

自

1
4

崇2
4

0
0

Ｉ
響

1
4

　
〃3

0
一
一

1
3 一タンセ療医健保

（
記
入
し
切
り
取
り
、
検
診
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

検　診　申　込　書

ｊ３ぐ

な
名

がふ
氏

ｊ女男ぐ

日月年生 廊備日月年昭大明

所住

　
　
　
．
３

　
　
　
話

　
　
　
電

　
　
　
ぐ

市治宇

ん
診

が胃
検

５
３

場
　
場

会
　
会

ぐ
　
ぐ

日
　
日

月
月

望
　
望

希
　
希

１
　
ヮ
｀

第
第

一
　
・

ん
診

が乳
検

　
　
い

　
　
良

　
　
も

　
　
で

　
　
つ

　
　
い

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

日
　
日

｀

月
月

望
　
望

希
　
希１

　
C
M

第
　
第

●
　
●

ん
診

が腸大
検

　
にてＭ

　
る

ごＵ
　
・

診健科歯 いなし望希日月るす望希

３ぐ一号番のそは３照参１表の下右ぐ者象対除免の料診検※

票診受
　
゜

合
い
　
ヽ

場
さ
除

る
だ
晩

す
く
ヵ

当
て
料

ｋ
　
£
>
診

・
｀
　
Ｉ

に
つ
検

か
を
２
　

れ
印

ず
○

い
に

の
号
診

次
番
受

　
｀
る
　
で

は
ま
関

て
は
機

い
て
療

つ
あ
医

に
　
゜
の

診
す
外

検
ま
市

ん
し
　
・

が
送
１

宮
郵

子
を

ニ結核検診受診票 一
一｀ズ｀｀｀

ｍ

ふ
り
か
な

氏
　
名

男
　
女

　
日
廊

　
月
満

　
　
ぐ

　
年明

大
昭

住
　
所

　
　
　
３

　
　
　
話

　
　
　
電

　
　
　
ぐ

市治宇

肺がん検診受診票（40歳以上のみ記入）

きせ 日毎時々

んた んた血こー内以月カ６日毎時々

謡江
一

ぐぎ
　
ぶニ

●
　
一

を
年

でこ
受 か作ｊーＪ

｛｛
四

査検のんた たけ受

Ｃご心ふ匹作り心こ
　
ク

　
ス

　
リ

　
イ
　
χ
’
ノ

有んた

無んた

宇
治
文
庫
7

　
宇
治
の
歴
史
と
文
化
に
か
か
わ
り
の
深
い

テ
ー
マ
を
毎
回
取
り
上
げ
好
評
い
た
だ
い
て

宇治市観光写真コンクール

　　　　　入賞作品決まる

い
る
宇
治
文
庫
。
そ
の
七
冊
目
と
な
る
「
発

掘
も
の
が
た
り
宇
治
」
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
豊
富
な
発
掘
成
果
を
も
と
に
、
古
代
史

の
な
ぞ
と
ロ
マ
ン
に
迫
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

　
▼
編
集
・
発
行
・
：
宇
治
市
歴
史
資
料
館
▼

執
筆
…
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
職
員
▼

価
格
・
：
1
0
0
0
円
。

　
お
求
め
は
歴
史
資
料
館
（
折
居
台
１
丁
目

１
、
四
2
0
・
1
3
1
1
）
か
観
光
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
所
（
宇
治
橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保

駅
）
、
各
公
民
館
、
市
役
所
社
会
教
育
課
へ
。

　
　
「
宇
治
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
十

三
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

会
が
行
わ
れ
、
三
百
十
九
点
（
百
二
十
八
人
）

の
中
か
ら
、
推
薦
二
点
、
特
選
三
点
、
準
特

選
五
点
、
入
選
二
十
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
の
展
示
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

φ
日
時
・
会
場
…
○
３
月
2
5
日
㈲
～
４
月
1
5

日
側
瓦

㈲
～
５
月
８
日
田
＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
　
○
５
月
1
6
日
俐
～
3
0
日
俐
＝
ポ
ル

ク
ス
ト
リ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
問
い
合
わ
せ
・
：
文
化
観
光
課
（
昔
内
線
2

2
2
4
）
、
市
観
光
協
会
（
0
2
3
・
3
3
3

4
）
。

ｊ日の祭国中Ｆのんさ実中田薦推▲

月合投気意ぐり祭県Ｆのんさ義忠口谷薦推▲

6
0

5

展示会を開催

春で

す。

表4　結核・肺がん検診の日程

胃
・
乳
・
大
腸
が
ん
検
診

成
人
歯
科
健
康
診
査
（
子
宮
が
ん
検
診
）

結
　
核

肺
が
ん

「
発
掘
も
の
が
た
り
宇
治
」
発
刊

第13回
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0

第
１
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－
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－
＝
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－
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－ｕ
―＝
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－
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－
＝

－
＝

－
＝

－
＝

－
＝

－
＝

ｕ
＝＝

ｕ＝‐

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

　
　
～
利
用
予
約
受
け
付
け
中
～

　
宇
治
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、

市
民
の
手
で
宇
治
の
街
を
紹
介

す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
が
、
四
月
一
日
０
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
現
在
、
予
約
受
け
付
け

中
で
す
。
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座

で
、
名
所
旧
跡
、
文
化
財
な
ど

に
つ
い
て
の
講
義
や
市
内
各
所

で
の
実
地
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
、
市
内
の
主
要
な

観
光
地
や
源
氏
物
語
の
古
跡
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
案
内
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
利
用
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
市
観
光
協
会

に
、
利
用
日
時
、
人
数
、
ガ
イ

ド
の
種
類
、
行
き
た
い
所
を
ご

修研地実のでク一パトツケポ前手橋霧朝▲

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
ガ
イ
ド
ー
の
種
類
・
＝
○
一
般
観

光
＝
市
内
の
主
要
な
観
光
地
を

案
内
　
○
源
氏
物
語
・
：
源
氏
物

語
宇
治
十
帖
や
平
安
時
代
の
古

跡
を
案
内
○
外
国
語
…
英
語

を
中
心
に
外
国
の
人
を
案
内

▼
利
用
料
金
…
ｔ
時
間
ま
で
3

0
0
0
円
（
待
ち
合
わ
せ
場
所

ま
で
の
ガ
イ
ド
の
通
勤
費
一
律

1
0
0
0
円
含
む
）
、
以
降
２

時
間
ま
で
ご
と
に
Ｌ
Ｉ
ｌ
ａ
円
。

▼
利
用
時
間
・
：
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▼
注
意
事
項
・
：
○
２
名
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
○
利
用
料
金
の
ほ
か

に
有
料
施
設
・
交
通
費
に
つ
い

て
は
実
費
（
ガ
イ
ド
分
も
含
む
）

が
必
要
で
す

▼
申
し
込
み
・
：
市
観
光
協
会

（
a
2
3
・
３
３
３
４
、
フ
ァ
ク

ス
2
3
・
3
3
4
0
）
へ
。

　
平
成
八
年
度
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
課
税
の
基
礎
と
な
る

固
定
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
記

載
し
た
課
税
台
帳
を
、
一
定
期

間
無
料
で
見
て
い
た
だ
く
も
の
。

例
年
三
月
に
行
つ
て
い
ま
す
か
、

八
年
度
は
税
法
の
改
正
（
予
定
）

の
た
め
、
一
ヵ
月
遅
く
四
月
三

日
㈲
か
ら
行
い
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
こ
の
機
会

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特

に
、
昨
年
中
に
土
地
の
売
買
や

地
目
変
更
、
家
屋
の
新
増
築
・

滅
失
の
あ
っ
た
人
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
縦
覧
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

所
有
者
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
所
有
者
の
委
任
状
か

承
諾
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
資
産
の
多
い
場
合
は

書
類
の
打
ち
出
し
に
時
間
が
掛

か
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
準
備
を
し

ま
す
。

　
ま
た
、
課
税
台
帳
の
登
録
事

項
に
不
服
の
あ
る
人
は
、
五
月

二
日
俐
ま
で
に
、
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
に
文
書
で
審

査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
４
月
３
日
㈲

～
2
2
日
０
（
土
・
日
を
除
く
）
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半
▼
場

所
…
資
産
税
課
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
同
課
（
容
内
線
2
1
2
6
）

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

が
１
ヵ
月
遅
れ
た
の
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
一
期
納
期
限
も
、
例
年
よ
り

一
ヵ
月
遅
い
五
月
三
十
一
日
㈲

に
な
り
ま
す
。

4月から改定

　
老
人
保
健
法
の
老
人
医
療
に
係
る
一
部
負
担

金
（
外
来
時
・
入
院
時
）
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
に
よ
り
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
（
下

表
の
と
お
り
）
。

　
。
な
お
、
低
所
得
者
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
長
の
認
定

を
受
け
た
人
）
の
入
院
時
一
部
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
八
年
度
も
前
年
度
と
同
様
、
一
日
に
つ

き
三
百
円
、
三
ヵ
月
以
降
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
健
康
医
療
課
（
容
内
線
2
3

3
4
）
へ
。

犬 宍い外 宍Ｅ入

□
恥
㈲

懸
謳

ー
原
淋

岫
回

付
言

日
円
．

　
1
0
’

１
７

　
衣行

四
現
翔

　
時 コ 日

円

　
　
０

　
　
０
１
７

″
り

6 0

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

　
　
　
　
　
購
入
費
を
補
助

　
市
で
は
ご
み
減
量
化
推
進
の

一
環
と
し
て
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な

ど
の
生
ご
み
た
い
肥
化
容
器
を

購
入
し
た
人
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
生

ご
み
た
い
肥
化
容
器
は
地
中
の

微
生
物
や
Ｅ
Ｍ
菌
の
働
き
で
、

生
ご
み
を
た
い
肥
に
変
え
る
も

の
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
で

で
き
る
ご
み
の
減
量
と
言
え
ま

す
。
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

ｔ　
▼
対
象
と
な
る
容
器
・
：
容
量

が
1
8
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
生
ご
み

の
減
量
が
可
能
な
も
の

　
▼
対
象
の
人
・
・
市
内
在
住
で
、

で
き
た
た
い
肥
を
有
効
に
利
用

で
き
る
人

　
▼
補
助
金
額
・
：
容
器
の
購
入

金
額
の
２
分
の
１
で
、
１
基
に

つ
き
4
0
0
0
円
以
月
１
家

庭
２
基
ま
で

　
▼
申
請
方
法
・
：
環
境
事
業
所

に
あ
る
用
紙
に
購
入
代
金
の
領

収
書
を
添
え
て
、
同
患
器
財
へ
。

後
日
、
補
助
金
を
指
定
の
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す

　
▼
問
い
合
わ
せ
…
環
境
事
業

所
事
業
課
（
登
内
線
3
0
0
5
）

へ

３月31日(日)、午後1時半3時。

■小倉公民館

(S22-4687)

　圃いずれも同館。

　　く少年少女童謡合唱クラブ員募

集〉童謡の持つ意味や背景を学び

ながら、みんなで楽しく歌いましょ

う。[＞4月からの毎月第４土曜、

午後10時～正午[＞対象…小・中学

生[＞指導…中島比沙子さん。くニュ

―

遊遊クラブ員募集〉遊びながら

仲間を作り、自主性を養います。

レ4月からの毎月第２土曜、午前

10時～正午。｡先着25人μ対象…小

・中学生C＞指導…高野隆弘さんほ

か

お知らせ

■

8年度市奨学生の募集

　C〉対象…本人と保護者が市内に

引き続き３年以上在住し(ただし、

学校が遠隔地のため本人が下宿な

どの場合は可)。学資の支出が困

難な人(ほかの奨学金を受けてい

ないこと)。20人程度[＞貸与月額…

高校生＝国公立8700円・私立1600

0円・高等専門学校11000円、大学

生＝国公立17000円・私立22000円

　圃所定の願書と学校長の推薦調

書、成績証明書、在学証明書を持っ

て４月26日出までに福祉総務課

(S内線2307)へ。

■市民駐車場設置工事にご協力を

　福祉会館北側駐車場で立体式駐

車場設置工事を行います。工事期

間中は他の駐車場をご利用くださ

い。E〉期間…３月28日困～５月31

日出四階財契約課(a内ﾎ泉2109)。

・調理師・製菓衛生師試験

　＞5月19日(日〉、午前10時～正午。

関西文理学院[〉願書受け付け…調

理師は４月15日(月)~19日出、製菓

衛生師は４月22日(月)～26日㈲、い

ずれも所定の願書で京都府生活衛

生課または宇治保健所へ　回宇治

保健所(昔21-2191)。

■住宅・福祉無料相談会

　[＞4月６日出、午前10時～午後

４時。文化パルク城陽[〉内容…住

宅の増改築等の相談、各種福祉施

設・介護機器の紹介など　回京都

住宅生協0075-801-5121)。

講座・教室

・宇治久世医師会｢健康講座｣

　[〉３月24日(日)、午後１時～３時。

　生涯学習センター[＞内容…講演

｢心身症にならないために～メン

タルヘルス　その予防と対策～｣

＝黒川内科院長・黒川順夫さん

回宇治久世医師会事務局(S22・

6487)。

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター(昔46－

0688)。

　　〈ワープロワード初級W3.1版〉

[〉４月20日～6月１日の土曜、午

前９時半～正午。６回レ参加費…

9000円。<ワープロ中級一太郎V

er5花子Ver3〉[＞4月18日~4月

26日の月・火・木・金曜、午前９

時半～午後３時半。

12回E〉参加費…

10600円。くパソコン表計算初級

ロータス〉C〉4月21日～６月２日

の日曜、午後１時q時半。６回

C〉参加費…9000円。　<パソコン表

計算初級エクセルW.3.1版〉[＞４

月25日~5月23日の月・木曜、午

後６時半～９時。６回[〉参加費

…9000円。くパソコン表計算中級

ロータスW.3.1版〉レ4月25日～

５月23日の月・木曜、午後６時半

～９時。　６回[〉参加費…9000円。

　〈パソコン仕入れ販売･在庫管理〉

C〉4月21日～６月23日の日曜、午

後１時~3時半。９回C〉参加費…

13500円。

■城南勤労者福祉会館の教室

　　〈ちぎり絵教室〉E〉4月18日困

から毎月第３木曜、午前10時～正

午。６回[＞参加費…3000円(別に

材料費7500円)[＞持ち物…はさみ、

のり、鉛筆など。匝]同館(登46-

0780)。　　　　　　　　■　■■

公民館

・中央公民館020-1411)

　　〈第8回サークル発表会〉中央

公民館で活動するサークルが日ご

ろの成果を発表します。[＞○展示

の部(陶芸・木工・木彫など)＝

３月30日出・31日(日)、午前９時～

午後５時(31日は午後４時まで)。

○発表の部(人形劇・和太鼓)＝

消費生活
相談室から

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で

気
を
つ
け
た
い
こ
と

　
Ｑ
　
　
以
前
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
際
に
、
コ
ー

ト
の
ベ
ル
ト
が
な
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
責
任
の
所
在
が

明
ら
か
に
な
ら
ず
に
諦
め
ま

し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
時

の
注
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ

Ｉ　
Ａ
　
　
ま
ず
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
言
」
と
は

新
品
の
よ
う
に
な
る
と
思
い

こ
ん
で
い
苓
八
が
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
最
近
は
新
し
い
繊
維
を
使

用
し
た
り
、
素
材
の
違
っ
た

も
の
を
一
緒
に
し
た
衣
類
も

増
え
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

購
入
後
の
取
り
扱
い
も
よ
く

考
え
て
買
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
時
の

た
め
に
、
衣
類
の
裏
に
付
い

て
い
る
素
材
表
示
や
洗
濯
取

り
扱
い
表
示
は
取
り
外
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
時

は
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
。

○
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
も
の
を

す
べ
て
出
す

○
ほ
つ
れ
、
破
れ
、
染
み
、

汚
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
目

印
を
す
る

○
高
価
な
ボ
タ
ン
は
取
り
外

す○
対
の
物
や
ス
ー
ツ
は
一
緒

に
す
る

○
ベ
ル
ト
な
ど
の
付
属
品
の

有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

○
店
の
人
に
も
し
っ
か
り
と

染
み
や
汚
れ
の
場
所
、
付
属

品
の
有
無
、
高
価
な
品
物
や

特
に
大
切
な
物
な
ど
は
そ
の

旨
を
伝
え
る

　
受
け
取
る
時
は
、
店
の
人

の
前
で
、
破
れ
や
汚
れ
、
付

属
品
が
な
く
な
っ
た
り
壊
れ

て
い
な
い
か
な
ど
、
出
す
前

と
品
物
の
状
態
が
変
わ
っ
て

い
な
い
か
を
点
検
。

　
し
ま
う
時
は
、
。
ビ
ニ
ー
ル

袋
か
ら
取
り
出
し
、
陰
干
し

し
た
後
に
収
納
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
店
に
申
し
出
て
、
話

し
合
い
を
。
話
し
合
い
が
つ

か
な
い
時
は
消
費
生
活
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

固定資産課税台帳の縦覧
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　ｍ｡｡薙総妬廟議緑］

㈹万言言言万万恍言言紆狩引
証］言謳貫胆3141

肺嘸裏縦嶮］嚇疎ほ肩

］

軸鰯聊良緬扁這轟t■ 壽］
畔双肩4鏃廠尿遥岫辿|
坦坦感泣言難］

老人医療

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
第
1
期
納
期
限

今
年
は
5
月
3
1
日
(
金
)
に

　
　
・
？
『
■
ｊ
　
ｊ
■
　
■
『
ｒ

情報

B0X

宇治

4月3日(水)～4

月22日(月)
(土・日を除

く)

一部負担金
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